
ま
え
が
き

日
本
に
お
け
る
初
期
の
小
児
科
領
域
の
こ
と
が
書
か
れ
た
書
物
は
、
現
存
す
る
も
の
で
は
『
医
心
方
』
が
最
初
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
『
医
心
方
』
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、
筆
者
の
目
的
は
、
日
本
に
お
け
る
初
期
の
小
児
科
学
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
り
、
ひ

い
て
は
そ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
、
そ
れ
の
現
代
日
本
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
医
心
方
』
は
当
時
日
本
に
渡
来
し
て
い
た
中
国
か
ら
の
医
学
書
の
抜
華
の
象
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
調
べ
る
に

あ
た
っ
て
は
現
存
し
て
お
り
、
『
医
心
方
』
に
主
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
千
金
方
』
、
『
諸
病
源
候
論
』
、
お
よ
び
『
医
心
方
』
に
は
第
十
九
に
一

か
所
と
第
二
十
巻
に
二
か
所
の
計
三
か
所
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
『
外
台
秘
要
法
』
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

『
医
心
方
』
は
西
暦
九
八
四
年
に
丹
波
康
頼
に
よ
っ
て
撰
せ
ら
れ
進
献
さ
れ
た
医
学
害
で
あ
る
。
そ
の
参
照
は
安
政
版
と
し
た
。
こ
の
安
政

版
に
は
行
間
の
注
が
随
所
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
天
養
二
年
（
二
四
五
年
）
に
宇
治
本
や
医
家
本
や
御
本
を
参
考
に
し
て
、
安
政
本
の
底

（
１
）

本
で
あ
る
半
井
本
と
考
え
ら
れ
る
抄
本
を
作
っ
た
際
に
書
き
込
ん
だ
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
注

を
も
含
め
て
検
討
し
た
。
病
因
論
で
『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
た
『
諸
病
源
候
論
』
は
階
の
時
代
、
西
暦
六
一
○
年
に
巣
元
方
が
著
し
た
も
の

（
２
）

で
あ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
も
の
を
参
照
し
た
。
処
方
の
方
面
で
は
唐
の
西
暦
六
五
○
年
頃
に
孫
思
遡
が
著
し
た
『
千
金
方
』
と
、
西

暦
七
五
二
年
に
王
議
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
外
台
秘
要
方
』
を
用
い
た
が
、
前
者
は
米
沢
本
の
復
刻
版
、
後
者
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
も
の
を

日
本
に
お
け
る
初
期
の
小
児
科
領
域
に
つ
い
て
の
一
考
察

日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
九
巻
三
号

昭
和
五
十
八
年
七
月
三
千
日
発
行
昭
和
五
十
八
年
二
月
一
日
受
付

安
達
原
曄
子
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口
各
書
物
に
お
け
る
小
児
の
部
の
中
の
項
目
お
よ
び
記
載
順
序

『
医
心
方
』
の
第
二
五
巻
の
小
児
の
部
は
、
そ
の
目
次
が
一
六
三
も
の
項
目
に
分
れ
て
お
り
、
『
千
金
方
』
の
九
項
目
、
『
外
台
秘
要
方
』
の

八
六
項
目
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
多
い
。
『
医
心
方
』
は
そ
れ
ら
の
項
目
に
一
か
ら
一
六
三
ま
で
の
通
し
番
号
が
打
っ
て
あ
る
の
で
目
ざ
す
と

こ
ろ
を
見
つ
け
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
『
外
台
秘
要
方
』
に
も
染
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
網
羅
す
る
範
囲
は
『
千
金
方
』
や
『
外
台

（
４
）

秘
要
方
』
よ
り
も
広
く
細
か
い
。
卒
死
や
痩
、
凛
症
、
附
骨
疸
、
凛
疽
、
う
る
し
か
ぶ
れ
、
落
床
、
魚
の
骨
の
喉
に
つ
か
え
た
も
の
、
と
い
つ

㈲
各
書
物
に
お
け
る
小
児
科
領
域
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
序
列

『
千
金
方
』
で
は
小
児
に
関
し
て
は
、
序
例
、
婦
人
方
に
つ
い
で
、
全
三
○
巻
中
の
巻
第
五
に
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
微
か
な
も
の
か
ら

著
し
い
も
の
と
な
り
、
少
よ
り
長
に
及
ぶ
の
は
世
情
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
書
が
婦
人
、
小
児
の
処
方
を
先
に
し
て
、
男

子
、
老
人
を
後
に
す
る
の
だ
」
と
い
う
説
明
が
巻
第
五
の
目
次
の
次
に
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
児
科
部
門
が
一
般
内
科
部
門
よ
り
も
重

要
視
さ
れ
て
、
先
に
書
か
れ
て
い
る
医
書
は
あ
ま
り
象
か
け
な
い
。
こ
れ
は
著
者
孫
思
遡
の
個
性
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
対

し
て
『
医
心
方
』
で
は
全
三
○
巻
中
の
第
二
五
巻
、
『
外
台
秘
要
方
』
も
全
四
○
巻
中
の
第
三
六
巻
と
い
っ
た
よ
う
に
成
人
の
後
に
位
置
し
て

い
る
。

参
照
し
た
。
『
外
台
秘
要
方
』
か
ら
は
、
小
児
科
領
域
で
は
『
医
心
方
』
に
一
つ
も
引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
『
外
台
秘
要
方
』
の
処
方

の
す
べ
て
が
先
行
す
る
他
の
医
書
か
ら
の
引
用
に
よ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
『
医
心
方
』
の
撰
者
が
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
る
の

（
３
）

で
、
こ
こ
で
は
『
千
金
方
』
と
共
に
比
較
の
対
象
と
し
た
。
な
お
、
現
存
し
な
い
も
の
で
は
晴
や
唐
の
時
代
に
も
小
児
の
専
門
書
は
あ
っ
た
が
、

『
医
心
方
』
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
『
願
頴
経
」
は
当
時
は
す
で
に
著
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
銭
乙
の
『
小

児
薬
證
直
訣
』
は
北
宋
の
末
の
作
で
あ
り
、
『
医
心
方
』
の
時
代
に
は
ま
だ
出
来
て
い
な
い
。
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記
載
の
順
序
は
、
三
書
と
も
序
例
、
出
産
時
の
口
の
中
の
拭
い
方
、
浴
方
、
謄
断
法
、
授
乳
法
、
乳
母
の
選
び
方
、
変
蒸
、
と
い
っ
た
一
般

育
児
に
関
す
る
こ
と
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
「
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』
で
は
驚
滴
と
い
っ
て
今
で
い
う
熱
性
痙
箪
を
は
じ

め
と
し
た
痙
筆
性
疾
患
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
次
に
は
客
杵
と
い
っ
て
人
や
物
に
怯
え
て
失
神
す
る
、
と
い
っ
た
現
代
医
学
か
ら
は
重
要
と
は

思
わ
れ
な
い
も
の
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
『
医
心
方
』
で
は
病
気
を
身
体
の
上
の
ほ
う
か
ら
順
に
、
泉
門
の
開
大
、
頭
部
皮
層
疾

患
、
耳
、
目
、
口
腔
、
唇
、
舌
、
歯
、
鼻
、
喉
、
し
ゃ
っ
く
り
、
よ
だ
れ
過
多
、
嘔
吐
、
難
乳
、
贋
の
不
合
や
瘡
、
腹
痛
、
瘤
病
、
陰
腫
、
陰

痛
、
陰
瘡
、
陰
の
う
水
腫
、
脱
肛
、
肛
門
の
た
だ
れ
、
に
つ
い
て
書
か
れ
、
次
に
全
身
的
疾
患
、
あ
る
い
は
機
能
的
疾
患
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
中
の
一
つ
に
澗
病
や
客
杵
の
項
目
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
、
傷
寒
、
卒
死
、
歩
行
の
遅
れ
、
こ
と
ば
の
遅
れ
、
消
化

不
良
、
下
痢
や
便
秘
、
膀
胱
炎
、
遺
尿
、
黄
疸
、
全
身
的
皮
層
疾
患
、
疵
目
、
瘤
、
身
熱
、
盗
汗
、
発
疹
性
疾
患
、
身
体
重
、
リ
ン
パ
腺
踵
、

甲
状
腺
腫
、
骨
の
腫
れ
も
の
、
ひ
ょ
う
そ
う
、
湿
疹
、
凍
瘡
、
漆
か
ぶ
れ
、
刃
物
の
傷
、
火
傷
、
落
床
、
土
食
、
吐
血
、
咳
嗽
、
骨
や
食
物
の

つ
か
え
、
誤
呑
、
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
項
目
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
医
心
方
』
の
記
載
順
序
に
は
秩
序
が
み
ら
れ
る
が
、
九
項
目
し
か
な

い
『
千
金
方
』
は
も
ち
ろ
ん
、
『
外
台
秘
要
方
』
も
、
そ
し
て
『
諸
病
源
候
論
』
も
そ
う
で
あ
る
が
、
上
方
か
ら
下
方
へ
と
順
序
で
は
記
載
さ

た
項
目
は
他
に
は
ゑ
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
『
医
心
方
』
で
は
客
杵
は
特
別
扱
い
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
医
心
方
』
よ
り
後
の
宋
の
時
代
に
著
さ
れ
た
『
小
児
薬
證
直
訣
』
で
も
小

さ
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
し
、
明
の
時
代
の
『
幼
科
発
揮
』
に
は
滴
の
一
部
と
し
て
わ
ず
か
に
書
か
れ
、
同
じ
く
明
の
時
代
の

『
保
嬰
全
書
』
に
は
客
杵
の
項
目
は
な
く
、
清
の
時
代
の
『
幼
科
澤
謎
』
や
『
幼
科
雑
病
心
法
要
訣
』
に
は
省
か
れ
て
い
る
。

い
『
千
金
方
』
は
も
ち
ろ
ん
、
『
外

れ
て
お
ら
ず
、
全
く
秩
序
が
な
い
。

日
各
書
物
に
お
け
る
処
方
の
撰
択
に
つ
い
て
の
比
較

表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
医
心
方
』
中
の
処
方
で
、
『
千
金
方
』
以
外
の
医
書
か
ら
の
も
の
は
、
『
千
金
方
」
や
『
外
台
秘
要
方
』
と
重
複
す
る
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表1医心方に引用されている処方で千金方および外台秘要方と重複するもの

催 （
唐
六
五
九
年
）
０
０
０
０

蘇
敬
本
草
注
１

（
唐
七
二
九
年
）
０
０
０
３

本
草
拾
遺
１

（
垂
日
）

葛
氏
方

（
晴
）

小
品
方

（
？
．
）

様
要
方

録
験
（
罎
刊
‐
２
昭
Ⅳ
１

（
晴
）

集
験
方

（
晴
）

僧
深
方

／ヘ

経噌

５
３
４
６
８
３
４
１
１

千金方

外台 秘要方

千金方および外台秘要方

どちらにも出ていない

計

３
１
３
３
０
１
２

１
０
２
０
３
５
５

５
２
０
９
６１

０
１
０
８
９

２
０
０
６
８ 13 10

ている文献（治療に関して）

医子新

母
門録

秘

方 録 方

’

８

計
略

０
２
１
２
１

１

３

も
の
は
非
常
に
少
い
。
撰
者

が
『
千
金
方
』
に
な
い
も
の

を
他
の
書
物
か
ら
探
し
出
す

努
力
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。

表
２
に
翠
ら
れ
る
よ
う
に

『
医
心
方
』
に
は
本
草
書
か
ら

も
処
方
を
引
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
表
２
に
ふ
ら
れ

る
よ
う
に
『
医
心
方
』
に
引

用
さ
れ
て
い
る
文
献
は
全
部

で
三
二
で
あ
り
、
表
３
に
示

し
た
よ
う
に
『
外
台
秘
要
方
』

の
一
六
と
比
べ
る
と
倍
で
あ

る
。
『
医
心
方
』
に
は
多
く

の
書
物
か
ら
処
方
が
選
ば
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

の
治
療
法
の
内
訳
を
承
る

と
、
表
２
に
示
す
よ
う
に
内

服
に
よ
る
も
の
は
計
一
六
八
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聖
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方

華
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方

単
要
方

徐
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ノ
方

徐
山
大
方

劉
消
子
方

崔
侍
郎
方

枕
中
方

干
草
拾
遺

蘇
敬
本
草
注

明
堂
経



表3外台秘要方第36巻に引用されている文献（治療に関して）

古
今
録
験
方

救
急
方

集
験
方

萢
汪
方

千
金
方

劉
氏
方

広
済
方

肘
後
方

小 備
急
方

千
金
翼
方

文
仲
方

深
師
方

延
年
方

近
効
方

剛
繁
方

必
効
方

ロ
叩

三上
同I

方

｜’
内 服

外用
(洗も含む）

浴用

６
３

３
３
５
２
３

９
５
１
６

１
１
３

７
１
１
９

80

０
９
１
０

３
４

３
４
１

２ ２
９

１ 14 ３
６
１

０
２

４
２

１
１

〈
Ｕ
１

１
０

12 ０
４

０
１

０
１

の
項
よ
り
後

小
児
驚
悸
方

９
３
５

５ 22 28

メァ

ブミ

三_L
同’

4１
５３ 1 １147 28 42 42 13 10 2 6 1 11 2

表2医心方第25巻に引用され

録
験
方

経
心
方

様
要
方

僧
深
方

葛
氏
方

小
品
方

産
経

千
金
方

集広博玄
済

験利安感
衆

方方方｜方

’ ’ ６
８

３
３
２

６
１
２
２
２

１
３

内服

外用
(洗も含む）

浴用

電法

焼煙

３
２

６
０１

２
１

１
１

４
４

１
２

２
２

１
５

48 47 ８
０１ ］３

３

７

９
３
１
８

８

鋤
、
Ｉ

163

灸

外科的

2 1２
１

１ ３２

l1371u8120153 8116151171913141｣|25.
三｣箸
同I

処
方
で
あ
り
、
外
用
の
処
方

は
二
八
一
処
方
で
、
外
用
の

処
方
の
ほ
う
が
ず
っ
と
多

い
。
構
成
生
薬
の
数
に
よ
っ

て
分
類
し
た
の
が
表
４
で
あ

る
が
、
一
つ
の
生
薬
で
構
成

さ
れ
た
処
方
は
内
服
、
外
用

な
ど
を
問
わ
ず
ず
っ
と
多

く
、
合
計
三
三
九
処
方
で
あ

り
、
二
つ
の
生
薬
で
構
成
さ

れ
て
い
る
処
方
の
八
九
、
三

つ
の
一
九
と
比
べ
る
と
圧
倒

的
に
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、

表
５
に
示
し
た
よ
う
に
『
外

台
秘
要
方
』
や
『
千
金
方
』

で
は
外
用
よ
り
も
内
服
の
処

方
の
ほ
う
が
多
い
。
ま
た
、

内
服
薬
に
つ
い
て
い
え
ば
、

そ
の
構
成
生
薬
の
数
が
少
い
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表4構成生薬数の数（医心方第25巻）

１
０

０
０

７
０
９
２
１
９

２
０
３

１
２
３

内服

医外用
（洗も含む）

浴用
心

法

方焼煉
計

５
３
１

２
６

８
１１

２
２

０
１

１
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表5構成生薬の数（外台秘要方第36巻および千金方5巻）
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処
方
ほ
ど
数
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
傾
向
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
『
医
心
方
』
に
比
べ
る
と
構
成
生
薬
の
数
が
多
い
処
方
も
よ
り
多
く
採
用

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
構
成
生
薬
が
一
つ
で
あ
る
処
方
の
、
全
体
に
対
す
る
割
合
を
ぷ
る
と
、
『
医
心
方
』
で
は
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

の
ぼ
る
が
、
『
外
台
秘
要
方
』
で
は
四
一
・
ハ
ー
セ
ン
ト
、
「
千
金
方
』
で
は
四
三
。
〈
－
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
『
医
心
方
』
に
は
構
成
生
薬
の

数
が
一
○
以
上
の
処
方
は
一
つ
も
な
い
の
に
対
し
、
『
外
台
秘
要
方
」
、
『
千
金
方
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
○
以
上
あ
り
、
『
外
台
秘
要
方
』
に
は
三

○
も
の
生
薬
で
構
成
さ
れ
た
処
方
も
み
ら
れ
る
。

『
医
心
方
』
に
お
け
る
処
方
は
単
方
が
多
い
う
え
に
き
わ
め
て
入
手
し
や
す
い
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
歯
が
抜
け
た
り
、
生
え
な
い
時

に
は
ね
ず
承
の
尿
を
つ
け
た
り
、
乳
を
飲
ま
な
い
も
の
に
雀
の
尿
を
飲
ま
せ
た
り
、
嘔
吐
に
は
馬
尿
を
煮
た
汁
を
濯
い
だ
り
と
い
っ
た
汚
物
に

よ
る
治
療
を
は
じ
め
、
腹
痛
に
は
父
母
の
爪
を
焼
い
て
飲
ま
せ
た
り
、
あ
る
い
は
古
布
を
水
で
煮
て
飲
ま
せ
た
り
、
驚
啼
に
は
は
り
ね
ず
桑
の

皮
を
焼
い
た
灰
を
飲
ま
せ
た
り
、
目
の
縁
の
た
だ
れ
に
は
銅
銭
を
酒
で
煎
じ
た
も
の
を
つ
け
た
り
、
血
便
に
車
の
中
空
の
金
具
を
用
い
た
り
、

身
体
の
発
赤
に
は
に
わ
と
り
の
血
を
塗
っ
た
り
、
身
熱
に
犬
の
血
を
塗
っ
た
り
、
身
腫
に
は
赤
小
豆
の
煮
汁
に
漬
浴
さ
せ
た
り
、
環
瀝
に
海
藻

を
用
い
た
り
、
悪
瘡
に
は
父
親
の
フ
ン
ド
シ
を
洗
っ
た
水
で
洗
っ
た
り
、
梁
の
上
の
塵
を
塗
っ
た
り
、
沸
瘡
に
乱
髪
を
焼
い
て
灰
に
し
て
猪
青

で
和
し
た
も
の
を
塗
っ
た
り
、
針
を
の
ん
だ
も
の
に
磁
石
を
の
ま
せ
た
り
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
効
果
が
疑
わ
し
い
も
の
も
多
い
が
、
中

に
は
効
果
が
期
待
で
き
そ
う
な
も
の
も
あ
る
。
と
く
に
、
卒
死
、
今
日
の
突
然
死
の
項
目
に
は
、
塩
湯
を
か
ら
く
つ
く
り
、
一
升
を
服
し
嘔
を

と
る
、
と
か
、
熱
湯
を
灰
に
和
し
た
も
の
を
用
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
『
子
母
秘
録
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
脱
水
症
の
際
に
塩

分
を
補
っ
た
り
函
を
整
え
た
り
す
る
合
理
的
で
簡
単
な
治
方
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
当
時
す
で
に
数
々
の
生
薬
が
輸
入
さ
れ
て
は
い
た
が
、
非
常
に
高
価
な
も
の
で
あ
つ

（
５
）
（
６
）

た
。
そ
こ
で
、
『
本
草
和
名
』
や
『
和
名
類
聚
抄
」
が
著
さ
れ
た
こ
と
を
ぷ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
国
産
品
も
次
第
に
生
産
さ
れ
て
き
た
の
で
は

（
７
）

あ
る
が
、
当
時
用
い
ら
れ
た
医
薬
は
『
諸
国
進
年
料
雑
薬
』
に
み
ら
れ
る
全
国
各
地
か
ら
の
貢
進
薬
剤
の
記
載
か
ら
も
約
二
百
種
と
ゑ
な
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
薬
物
は
と
う
て
い
一
般
庶
民
に
使
用
で
き
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
典
薬
寮
に
貢
進
さ
れ
た
草
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倒
各
書
物
に
お
け
る
処
方
の
出
典
に
つ
い
て
の
比
較

『
千
金
方
』
は
処
方
の
出
典
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
『
外
台
秘
要
方
」
は
あ
げ
て
お
り
、
『
医
心
方
』
も
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
よ
り
進
ん

だ
態
度
で
あ
る
。
『
医
心
方
』
に
は
『
産
経
」
か
ら
の
抜
華
が
最
も
多
く
、
育
児
に
関
し
て
は
一
七
か
所
、
処
方
で
は
一
四
八
処
方
で
あ
る

（
表
２
）
。
次
に
『
千
金
方
』
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
保
育
で
は
八
か
所
、
処
方
は
一
三
七
処
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
外
台
秘
要
方
』
で

は
、
保
育
に
関
し
て
は
内
容
が
『
千
金
方
』
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
崔
氏
方
』
か
ら
の
引
用
が
主
で
、
そ
れ
に
加
え
て

『
千
金
方
』
、
『
千
金
翼
方
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
処
方
に
関
し
て
は
『
産
経
』
や
『
葛
氏
方
』
、
『
僧
深
方
』
か
ら
の
引
用
は
象
ら
れ
ず
、
引

用
文
献
は
『
医
心
方
』
と
は
か
な
り
異
る
（
表
３
参
照
）
。

ま
た
、
『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』
に
は
『
諸
病
源
候
論
』
と
重
複
す
る
部
分
は
保
育
に
関
す
る
個
所
以
外
に
な
く
、
『
外
台
秘
要
方
』

に
翠
ら
れ
る
も
の
も
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
の
直
接
の
引
用
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
医
心
方
』
に
は
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
の
引
用
は

非
常
に
多
く
、
全
一
六
三
項
目
の
う
ち
の
約
半
数
で
あ
る
八
四
項
目
に
引
用
が
ゑ
ら
れ
る
。
し
か
し
『
諸
病
源
候
論
』
の
病
因
の
説
明
に
関
し

て
、
全
部
を
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
陰
陽
五
行
説
に
深
く
拘
泥
し
た
説
明
を
省
略
し
て
い
る
項
目
が
多
い
。

薬
は
個
人
と
し
て
五
位
以
上
の
者
し
か
請
取
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
、
『
政
事
要
略
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
医
疾
令
』
を
ゑ
て
も
わ
か

（
８
）

る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
一
部
の
貴
族
を
対
象
と
せ
ず
に
一
般
庶
民
に
も
役
立
つ
よ
う
に
書
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
『
医
心
方
』
巻
第

一
に
は
、
『
最
勝
王
経
』
の
よ
う
な
仏
典
よ
り
長
文
の
引
用
が
な
さ
れ
て
お
り
、
丹
波
康
頼
の
仏
教
へ
の
関
心
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
。
仏

教
が
真
に
庶
民
の
あ
い
だ
に
拡
ま
る
の
は
『
医
心
方
』
の
撰
が
成
っ
た
時
よ
り
さ
ら
に
百
年
以
上
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
上
層
階
級

は
貧
し
い
病
人
の
た
め
に
救
療
施
設
を
つ
く
っ
て
い
た
。
す
で
に
奈
良
時
代
に
悲
田
院
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
し
、
平
安
時
代
に
は
仏
教
の
末
法

（
９
）

思
想
と
広
益
済
民
の
思
想
と
が
合
致
し
て
、
藤
原
氏
を
中
心
に
し
て
民
営
の
医
療
施
設
で
あ
る
済
治
院
や
悲
田
院
な
ど
も
で
き
て
い
る
。
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⑤
各
書
物
に
お
け
る
呪
術
的
記
載
に
つ
い
て

『
医
心
方
』
に
は
新
生
祝
術
と
し
て
呪
術
的
記
載
が
あ
り
、
ま
た
、
は
じ
め
て
哺
乳
す
る
の
に
よ
い
日
、
哺
乳
を
忌
む
日
、
入
浴
に
よ
い

日
、
忌
む
日
、
頭
を
剃
る
の
に
よ
い
日
、
名
前
の
つ
け
方
、
は
じ
め
て
着
衣
す
る
の
に
よ
い
日
、
と
い
っ
た
こ
と
を
干
支
に
ち
な
ん
で
決
め
た

記
載
を
『
産
経
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
『
千
金
方
』
に
は
こ
の
よ
う
な
記
載
は
な
く
、
む
し
ろ
『
外
台
秘
要
方
』
に
、
は
じ
め
て
哺
乳
す
る

の
に
よ
い
日
、
入
浴
に
よ
い
日
、
着
衣
の
方
法
に
関
す
る
呪
術
的
記
載
、
が
『
崔
氏
方
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
医
心
方
』
巻
第
二
五
の
第
一
九
に
、
「
本
草
拾
遺
』
か
ら
の
引
用
で
、
え
び
を
食
す
る
と
脚
が
屈
し
て
歩
け
な
く
な
る
と
か
、
第
二

二
に
、
『
子
母
秘
録
』
か
ら
、
小
児
が
長
く
頭
を
揺
ぶ
る
の
を
治
す
に
は
犬
の
脳
で
頭
を
さ
す
る
と
か
、
第
四
○
に
は
『
千
金
方
』
や
『
産
経
」

か
ら
、
と
り
目
に
は
雀
の
巣
を
打
っ
て
驚
か
せ
て
呪
文
を
唱
え
る
と
よ
い
、
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
第
八
九
に
は
『
小
品
方
』
か
ら
、
滴
は
釣

皇
鬼
と
い
う
烏
が
毛
を
落
と
し
、
そ
の
中
の
塵
が
児
の
衣
に
つ
く
た
め
に
お
こ
る
の
で
あ
る
か
ら
一
○
歳
に
な
る
ま
で
は
児
の
衣
を
露
し
て
は

い
け
な
い
、
と
引
用
し
て
い
る
。
最
後
の
例
は
『
外
台
秘
要
方
』
に
も
『
小
品
方
』
か
ら
の
引
用
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
『
千
金
方
』
に
は

記
載
は
な
い
。
ま
た
、
瞳
病
と
い
っ
て
鬼
が
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
た
病
気
が
『
医
心
方
』
や
『
千
金
方
』
に
あ
る
が
、
『
外
台
秘
要
方
』
に

は
ぶ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
『
医
心
方
』
に
は
夜
啼
に
は
空
井
戸
の
草
を
戸
の
上
に
か
け
、
母
親
に
知
ら
せ
な
い
、
と
い
う
治
療
が
『
集
験
方
』

や
『
本
草
拾
遺
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』
に
も
、
妊
娠
時
に
食
欲
が
偏
し
た
も
の
を
児
に
哺
ま
せ
る
と
よ

い
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
『
医
心
方
』
に
は
擢
や
し
ゃ
っ
く
り
、
小
便
不
通
、
の
項
目
に
呪
術
的
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
『
千
金
方
』
に

は
わ
ず
か
に
客
杵
の
項
に
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
『
外
台
秘
要
方
』
に
は
他
の
記
載
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
中
国
の
医
書
と
比
し
て
『
医
心

方
』
に
は
呪
術
的
記
載
が
よ
り
多
く
翠
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
日
本
で
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
盛
行
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ

（
、
）

る
。
『
延
喜
式
』
に
、
巫
術
に
よ
る
治
療
を
禁
ず
る
法
令
が
出
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
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す
。
ま
た
貴
重
な
御
助
一
一
一
豆

会
（
京
都
）
で
発
表
し
た
。

『
医
心
方
』
の
処
方
は
当
時
で
こ
そ
実
用
に
役
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
実
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
前

述
し
た
よ
う
に
生
薬
が
入
手
し
に
く
い
と
い
っ
た
事
情
が
一
部
に
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
時
の
日
本
の
社
会
が
き
わ
め
て
強
く
呪

術
的
要
素
に
律
せ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
用
に
供
す
る
こ
と
を
主
目
的
に
、
合
理
的
に
構
成
が
な
さ
れ
、
当
時
と
し

て
は
医
学
書
と
し
て
完
壁
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
努
力
が
象
て
と
れ
る
。

資
料
の
す
べ
て
を
当
時
の
先
進
国
で
あ
っ
た
中
国
の
書
物
に
仰
ぎ
な
が
ら
、
し
か
も
中
国
の
先
行
書
と
は
異
っ
た
、
い
わ
ば
日
本
的
と
呼
ん

で
も
よ
い
独
自
の
文
脈
に
構
成
し
た
点
に
、
『
医
心
方
』
の
編
者
丹
波
康
頼
の
並
を
な
ら
ぬ
力
量
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
し
て
こ
の
点
に
こ
そ
日

本
医
学
の
出
発
点
と
し
て
の
『
医
心
方
』
の
意
義
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
御
指
導
、
御
校
閲
下
さ
い
ま
し
た
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
研
究
所
の
大
塚
恭
男
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま

す
。
ま
た
貴
重
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
同
研
究
所
の
諸
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
稿
の
要
旨
は
昭
和
五
十
七
年
度
の
日
本
医
史
学
会
総

『
医
心
方
』
は
中
国
か
ら
当
時
渡
来
し
て
い
た
医
学
書
か
ら
の
抜
華
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
処
方
内
容
に
関
し
て
は
独
創

性
は
全
く
な
い
。
し
か
し
そ
の
構
成
の
仕
方
に
は
合
理
的
な
面
が
数
多
く
ぶ
ら
れ
る
。
出
典
の
明
記
、
項
目
に
通
し
番
号
が
打
っ
て
あ
る
こ

と
、
多
く
の
文
献
の
参
照
、
秩
序
立
っ
た
記
載
順
序
、
『
諸
病
源
候
諭
』
か
ら
の
簡
潔
な
引
用
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は

少
く
と
も
「
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』
と
い
っ
た
、
『
医
心
方
』
が
参
考
と
し
た
文
献
で
現
存
す
る
も
の
に
は
象
ら
れ
な
い
。
丹
波
康
頼

の
創
案
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
合
理
的
、
実
践
的
、
完
全
主
義
的
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
客
杵
の
と
り
あ
げ
方
も
合

理
的
で
あ
る
。 ま

と
め
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文
献
お
よ
び
注

（
１
）
杉
立
義
一
「
『
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て
」
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
巻
三
号
、
一
二
三
’
二
一
五
、
一
九
八
一
年

（
２
）
大
塚
恭
男
「
孫
思
遡
と
「
千
金
要
方
」
の
世
界
」
漢
方
医
学
の
源
流
毎
日
新
聞
開
発
株
式
会
社
、
東
京
、
一
三
九
’
一
六
七
、
一
九
七
四
年
。

『
千
金
方
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
西
暦
六
五
五
年
か
ら
西
暦
六
五
九
年
の
間
と
想
定
し
て
い
る
〕

（
３
）
岡
西
為
人
『
宗
以
前
医
籍
孜
』
古
亭
叢
屋
、
台
北
、
一
○
一
四
’
一
○
二
一

こ
の
中
で
、
小
児
の
専
門
医
書
は
古
い
も
の
で
は
漢
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
も
の
で
は
、
唐
の
末
期
を
宋
の
初
め

に
著
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
『
顧
頴
経
』
や
『
小
児
薬
證
直
訣
』
が
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
大
塚
恭
男
「
古
代
医
学
史
上
の
甲
状
腺
腫
」
日
本
医
史
学
雑
誌
十
四
巻
一
号
、
五
五
一
九
六
八
年

狸
と
痩
曜
と
は
混
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
古
代
中
国
で
は
一
般
に
狸
は
甲
状
腺
腫
、
痩
瀝
は
淋
巴
腺
腫
を
さ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
『
医
心

方
』
の
治
小
児
痩
方
に
は
海
藻
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
深
根
輔
仁
『
本
草
和
名
』
輔
仁
が
勅
を
奉
じ
て
『
新
修
本
草
」
お
よ
び
諸
家
『
食
経
』
の
品
物
に
つ
き
和
漢
書
を
引
い
て
、
そ
の
異
名
と
和
名
を
記
し

た
も
の
で
、
輔
仁
が
延
喜
一
八
年
（
西
暦
九
一
八
年
）
に
「
掌
中
要
方
』
を
撰
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
頃
の
著
作
と
推
定
さ
れ
る
。

（
６
）
源
順
『
和
名
類
聚
抄
』
朱
雀
天
皇
の
承
平
中
（
九
三
一
’
七
年
）
に
勤
子
内
親
皇
の
命
を
受
け
て
撰
修
し
た
一
種
の
和
漢
対
訳
辞
書
。

（
７
）
『
延
喜
式
』
巻
第
三
十
七
の
典
薬
寮
の
中
に
象
ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
は
藤
原
忠
平
等
が
撰
し
て
九
二
七
年
に
奉
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
『
古
事
類
苑
』
の
方
技
部
の
「
政
事
要
略
」
中
の
「
医
疾
令
」
に
み
ら
れ
る
。
『
古
事
類
苑
」
は
明
治
三
一
年
、
文
部
省
に
て
三
五
年
を
費
し
て
歴
代
の

制
度
、
文
物
を
列
挙
し
た
も
の
で
、
明
治
二
九
年
ｌ
大
正
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
．

（
９
）
山
崎
佐
『
江
戸
期
前
日
本
医
事
法
制
の
研
究
』
第
一
版
、
中
外
医
学
社
、
東
京
、
六
一
四
’
六
三
○
、
一
九
五
三
年

、
）
『
延
喜
式
』
巻
第
四
十
一
の
弾
正
台
の
な
か
に
糸
ら
れ
る
。
弾
正
台
の
役
人
は
寺
院
に
行
っ
て
衆
僧
の
う
ち
呪
厭
護
符
を
好
象
、
禍
福
吉
凶
を
占
い
、

巫
術
で
疾
病
を
治
療
す
る
者
の
有
無
を
問
い
、
そ
れ
ら
の
者
を
厳
重
に
取
締
れ
と
規
定
し
て
い
る
。
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TheEarlyStageofTraditionalPediatricsinJapan

by

AkikoADACHIHARA

TheoldestextantmedicaltextinJapanisthe"Ishinpo"in30volumesbyYasuyoriTanbain

984.The25thvolumeofthisbookdealswithpediatrics.The$CIshinpo''iscomposedexclusivelyof

citationsfi､omvariousChinesemedicalworkssuchasthe:<Chienchinyaofang'',"Chupingyuan

houlun'',"Hsiaspinfang"andothers.Itmightbeoneoftheimportantapproachestotheanalysis

oftheearlystageoftraditionalpediatricsinJapanandalsothewayofthinkingoftheJapanese

peopletoknowhowtheauthorTanbahaschosenappropriateparagraphsfi､omthebulkofpreceding

sourcesandarranJdthem.Acomparisonbetweenthe:(Ishinpo''andthefbllowingthreeChinese

texts,i.e.,the"Chienchinyaofang'',the@(Chupingyuanhoulun''andthe@GWaitaimiyao'',in

therangeofpediatricswasmadeinthepresentpaper.

The25thvolumeofthe@CIshinpo''iscomposedofl63items,whilethechapteronpediatricsin

theGChienchinyaofmg'',of9items,andthatofthe"Waitaimiyao''of86items.Theitemsin

the<GIshinpo''arearrangedsystematicallywhilethoseinthetwoChineseworks,whileinthe"Wai

taimiyao''fi､oml6.Inthe"Ishinpo"thenumberofprescriptionsfbrinternaluse(168)issmaller

thanthatfbrexternaluse(281),whileinthe"Chienchinyaofang"thefbrmer(163)islargerthan

（
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①
）



thelatter(140)andinthe"Waitaimiyao"alsothefbrmer(193)islargerthanthelatter(153).

Some73%ofalltheprescriptionsinthe"Ishinpo"areComposedofasinglekindofdrug,whilein

the@<Chienchinyaofang''some43%andinthe"Waitaimiyao''some41%.LarJrnumbersof、

drugsdescribedinthe"Ishinpo''areeasilyavailable.Althoughthe:4Ishinpo"is,asstatedbefbre,

composedexclusivelyofprecedingChinesesources,theauthorTanbahasselectedandarrangedthem

andconstructedhisworkintheoriginalcontextappropriatefbrtheJapanesepeople.
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